様式－１

盛　土　工　事　概　要

工事名称


施工場所


発 注 者

事務所名


施工業者

工事期間


盛土種類
１．道路路体　　２．道路路床　　３．河川堤防　　４．その他（　　）

総土工量(ｍ3)
(ｍ3)
平均日施工量(ｍ3)
(ｍ3)

平均施工面積
(㎡)
 eq \o\ad(最大施工面積,　　　　　　　　)
(㎡)

最小施工面積
(㎡)
 eq \o\ad(まき出し厚さ,　　　　　　　　)


 eq \o\ad(転圧回数,　　　　　　)

 eq \o\ad(仕上がり厚さ,　　　　　　　　)


 eq \o\ad(転圧機械,　　　　　　)
機種

 eq \o\ad(規格または仕様,　　　　　　　　)


平均日施工時間1)

施工可能時間2)


施工管理に要した時間
砂置換法

ＲＩ法


〈工事の概要〉



〈断　面　図〉



１）盛土工事を行なった１日の平均時間

２）開始時間から終了時間まで（休憩時間、昼食時間を含まず）

様式－２

材　料　試　験　結　果

№　　　

材

料

試

験

結

果
自然含水比＊）　Wn（％）
（％）


土粒子の比重　Gs



レキ
礫　比　重　Gb




含　水　量　Wa（％）
（％）


最大粒径
（㎜）
（㎜）


粒

度

組

成
レ

キ

分
37.5㎜以上
（％）




19.0～37.5㎜
（％）




9.5～19.0㎜
（％）




4.75～9.5㎜
（％）




2.0～4.75㎜
（％）




合　　　計
（％）



砂　　　　分　75μｍ～2.0㎜
（％）



細　 粒　 分　75μｍ　以下
（％）


コンシステンシ
 eq \o\ad(液性限界,　　　　　　　)  WL（％）
（％）



 eq \o\ad(塑性限界,　　　　　　　)  Wp（％）
（％）



 eq \o\ad(塑性指数,　　　　　　　)   Ip　　




 eq \o\ad(強熱減量,　　　　　　　)  Ig（％）
（％）


最大乾燥密度
ρｄmax
（ｔ／㎥）


最適含水比
Wopt（％）
（％）

土

の

分

類
日本統一土質分類



俗　 　称　 　名


改

良

材
土質改良料の種類



添加量　（対乾燥密度）


試料の準備および使用方法
ａｂｃ

締固め試験の種類（JIS Ａ　1210-1990）
ＡＢＣＤＥ

＊）ある程度以上の粒径を取り除いた室内用の試料ではなく、なるべく盛土に近い試験の含水比を得る観点から、室内突固め試験に用いる土ではなく現場から採取した土を使用する。

様式－３

盛　土　施　工　デ　ー　タ

管理単位番号（　）　計測回数（　回目）

工事名称


計測の種類
１．散乱型ＲＩ試験　　２．透過型ＲＩ試験

計測日

層　　番　　号
全　層の内　層目

計測者名

盛土前日の天候


盛土時の天候

 eq \o\ad(計測時の天候,　　　　　　　)


最大乾燥密度

 eq \o\ad(最適含水比,　　　　　　　)（％）


管理基準値




計数率
標準体（密度）

標準体（水分）



標準体（密度）B.G.

標準体（水分）B.G.



現場（密度）B.G.

現　場（水分）B.G.


転圧機械

規　　格

転圧回数


測 点 番 号
湿潤密度

ｔ／㎥
乾燥密度

ｔ／㎥
含　水　比

％
締固め度

％
空気間隙率

％
飽　和　度

％

































































































































平 均 値







最 大 値







最 小 値







個　　数







標準偏差







砂置換

 eq \o\ad(観点番号,　　　　　)
 eq \o\ad(湿潤密度,　　　　　)
 eq \o\ad(乾燥密度,　　　　　)
含　水　比
Dc
Va
Sr







































